
        伊丹市立西中学校  平成 25 年 8 月 5 日 

7 月上旬、学校評価診断票（生徒、保護者、教職員対象）に回答願いました。 

中間評価の特徴は 1 学期の生徒の実態、教育活動の進捗状況を客観的に把握します。教職員の転

勤等の影響がない 2 学期からの学校運営に役立てることができます。更に、1 月に実施する学校評

価と比較し次年度の方策に生かします。 

速報としてお知らせするねらいは、ご家庭と学校の連携（生徒・保護者・教職員の信頼関係）を

一層濃密にすることにあります。お子様の頼もしい心身の成長を実現できますようご協力をお願い

いたします。 

 

回答は 4段階（Aよくあてはまる Bややあてはまる Cあまりあてはまらない Dまったくあては

まらない）となっておりました。当分析では、A及び Bの回答（数値%）を便宜上良好とします。 

 

生徒対象の設問について：80%以上良好   学校生活に関連する   23項目中 11項目 

保護者対象の設問について：80%以上良好  学校教育活動に関連する 19項目中 13項目 

教職員対象の設問について：80%以上良好  学校教育活動に関連する 28項目中 27項目 

   

PTA委員総会                 昼 食 

            

【生徒、保護者、教職員がともに高率で良好と回答したもの】  

黒字（生徒）赤数字（保護者）青数字（教員） 

１ 学校行くのが楽しい              84.7%   92.6%  

２ 自信を持って行動し、 

他の人を思いやる気持ちになれる（自尊感情） 80.7    86.9 

３ 林間、トライやる、修学旅行に達成感      90.0    97.3     100 

４ 社会のきまり、マナーについて（規範意識）   85.3    84.2      97.0 

５ 様々な場面（スピーチ、生徒会活動等）     

で表現力を高める   86.5    83.8      87.9 

６ 交通ルールを守り安全に登下校         90.9    89.0      90.6 

７ 健康管理について（保健だより等）       88.3    96.2      97.0 

８ 避難経路の確認、安全な行動          80.2    96.2     100 

 

【他に保護者対象の設問で高率で良好だったもの】 

○学力向上 83.9%  ○進路情報発信 80.2  ○ホームページ、学年通信による情報発信 90.7  

○学習の場としての環境 80.8  ○自立心の向上、会話内容や言葉遣い、ふるまいに成長 80.8 



【保護者対象の設問から抽出して経年変化（良好回答）の分析事例】 

Q6 一人一人の生徒を理解した適切な指導 

  経年変化では、 H23（80.4%）  H24（70.0）  H25（71.3）となっており、2年前比

9.1P低下は課題と捉えられる。（※今回、教職員は 93.9であり保護者と 22.6Pの開きがある） 

 

Q9 進路について適切に情報発信   80.2 

  今回、「情報発信」という語句を加筆して進路情報についてききとったところ、2年前比 11.9P上

昇し成果があがっている。 

 

Q13 防災意識 96.2 

  前年比 26.2P著しく上昇 

避難訓練の際に消防署員（消防車）を招聘し実施訓練等で内容が充実し、ホームページで発信し効

果を上げた。 

   

Q16 ホームページ、学年だより等、学校情報発信 90.7 

  3年連続 90%超の状況である 

 

【家庭での生活習慣（良好回答）についての設問（※学校と家庭が連携するため）】 

Q21 お子さんは家庭で学習する習慣がある 65.8 

  全生徒単純比較で 4.8P増加 

  経年変化 現 3年生は、 昨年 2年生時（62.1） 現在（65.7） 

       現 2年生は、 昨年 1年生時（63.9） 現在（64.5） 

       現１年生は、               （67.0） 

  ※学年進級とともに微増しているが、もう少しの増加を期待したい。本校の学力向上に関する底上

げは当設問の回答数値の上昇にかかっている 

 

Q25 我が家では、時々学校のホームページをみている  43.0 

  昨年比 8.3Pの上昇で成果が上がっている 

※全校生徒 543人の保護者のうち概算で、233人がアクセスしている効果は大きい。 

 

学校で実践される授業内容・計画や特別授業（ゲストティーチャー招聘等）、受検（受験）情報など、

あらゆる教育活動を事前に、また、リアルタイムにご覧いただくことに効果があるものと考えてお

ります。 

 

                     水泳教室 



【生徒対象の設問から抽出して経年変化（良好回答）の分析事例】 

Q3 授業は、わかりやすく楽しい  64.9 （※わかりやすい授業づくりに努めている教員は 96.9） 

  授業改善に直結した設問である。前年比と変化がなく、且つ教員との開きの大きさは課題である。 

 

Q6 自分は、授業で積極的に発表しようとしている  69.6 

  経年変化では、現 3年生が 2年生時 54.5%が 67.0%  12.5P増加 

         現 2年生が 1年生時 75.2%が 68.0%   7.2P低下 

         現 1年生は          73.4% 

  生徒の学習意欲について現 3年生の取り組みに成果があがっている。 

 

Q7 自分を大切にすること、他の人への思いやり（自尊感情） 

  1年 91.0  2年 76.0  3年 72.9 

  ※今年の 1年生は 3年に比べ 18.1P、2年に比べ 15.0P上回っている。昨年と比較しても高率

である。 

   現 1年生の傾向として、昨年の 1年生比で「社会のルールを教えてもらった（規範意識）」5.5P

上回り、「他の人を思いやる（自尊感情）」同昨年比 11.3P上回っている。1年生は、Q22「家

庭で役立つ仕事をしている」の回答も 60.1と他学年（2年 42.8 3年 51.2）に比べ高い、昨

年の 1年比でも 12.2P上回っている。データからは大多数の生徒の心構えは安定しており、教

えに応えていることが明らかとなった。 

 

Q21 家庭で勉強する習慣がある 全体は  54.0 

   経年変化では、 現 3年生が 2年生時 64.6  現在 49.5で 15.1P低下 

           現 2年生が 1年生時 63.9  現在 50.3で 13.6P低下 

           現 1年生は           61.7 

   ※学年が進級するにつれて自己の学ぶ充実度について熟慮するようになり、勉強の厳しさを自覚

しているものととらえられる。 

 

   

        社会研究授業                  理科研究授業 

 

                    数学研究授業 



【市内の中学生所持率と比較し本校が約 20%以上低いことは、好ましい指標】 

※一般的傾向として、安定した生活習慣となり家族間で豊かな会話をもつことや学力向上のために

有効に過ごすことが期待できる。 

Q28 子どもに携帯電話を持たしている   42.8% 

経年変化で 現 2年生は 3.7P増加の 33.1% 

      現 3年生は 1.2P増加の 54.4%（注） 

      現 1年生は       41.0% 

  

※（注）携帯電話、スマートフォン所持を控えるように啓発しているのは、現 2 年生の入学時

からです。ご家庭のご理解、ご協力があってのことで 2 年、3 年生の所持率の顕著な増加は

みられません。お礼申し上げます。 

現在 1 年生は 41%ですが、ご家庭で特段の事情がないかぎり所持させることを見合わせ

ていただきますようご協力願います。 

 

 

 

子どもが携帯、スマホをいつでも自由に使用し、また、個室に持ち込み使用すると、毎日の生

活習慣に好ましくない影響があることが明白となっています。本校でも関係機関専門家によりプ

ライバシーに配意してメール等使用実態について考察しました。スマホのアプリであるライン等

使用による問題事案が報道等で世間を賑わせていることに注目願います。我が子に限っては大丈

夫という思いはいかがなものでしょうか。子どもの使用実態を把握されていない家庭が一定多数

あることが現状なのです。 

    本校では、今後サイバー関連の専門家を招へいし少年たちを取り巻くネット関連のトラブル等

事案について講演会を計画しておりますので、ぜひ、ご参加ください。 

  

（参考：8月 2日付神戸新聞） 

 

 

 

 

 


